
が｀

みんなの温かい心で歳末を

'79
ｄ
ｄ
ｌ

　
　
―

　
　
－

ｌ
ｄ

　みで守育崎市民憲章　

３、社会のきまりを守り、友愛を深め

　　健康なからだをきたえます。
　「歩く」「走る」－だれでも知っているこれらの基本運動が、最近改めて見

直されています。単なる流行としてではなぐ健康・休力づくりの妓良の妙薬”

としてです。

　ショッキングとは、もともと「そっと押す」とか「ゆっくり進む」という意

味ですが、休力づくりの上では「全身の力をぬいて、ゆっくり走ること」とさ

れています。この機会に、ショッキングを始め、健康な体をきたえましょう。

市政だよりの早期配布にご協力ください
一 一 一 一

ジョツギングのフォーム

恥
応

　とぷ←望

即漢心ｒベ回
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の
シ
ー
ズ
ン

で
も
あ
り
、

例
年
飲
酒
運
転

に
よ
る
事
故
が
多

く
な
る
の
も
特
徴
の

ひ
と
つ
で
す
r
飲
泗
運

転
（
酒
酔
い
運
転
）
は
、

昨
年
の
遺
路
交
通
法
の
改
正
で

厳
し
く
な
り
。
一
回
の
違
反
で
免

許
の
収
消
し
と
な
り
ま
す
。

　
飲
泗
運
転
に
よ
る
交
迦
嘔
故
は
い
ま

た
に
後
を
絶
っ
て
い
ま
せ
ん
。
　
１
飲
酒
運
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
し
な
い
」
「
飲
泗
運
転
を
さ
せ
な

い
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　
飲
酒
運
転
が
危
険
で
あ
り
、
法
眼

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
誰
で
も

知
っ
て
い
ま
す
。

の市民運動を展開しょう

・
飲
酒
運
転
は
、
な
ぜ

　
な
く
な
ら
な
い
の
で

　
し
よ
う
か

●
　
自
分
は
酔
っ
て
い
な
い

●
　
ち
ょ
っ
と
の
間
だ
け
だ
か
ら

●
　
タ
ク
シ
ー
で
川
る
と
明
‐
の
迦

　
勁
の
址
が
な
く
な
っ
て
め
ん
ど
う

　
だ
か
ら

●
　
腕
に
自
信
が
あ
る
か
ら

　
な
ど
と
い
う
自
分
勝
手
な
理
山
に

よ
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
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市民の行動テーマ

交通事故撲滅

　
　
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な
ら

飲
む
な
、
飲
ま
せ
る
な
」
を
確
実
に

実
行
す
る
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
仕
事
や
つ
き
合
い
な

ど
い
ろ
い
ろ
と
お
酒
を
飲
む
こ
と
が

多
い
も
の
で
す
が
、
お
酒
を
飲
ん
だ

と
き
は
家
庭
の
こ
と
、
将
来
の
こ
と

な
ど
考
え
、
飲
む
こ
と
が
前
も
っ
て

わ
か
っ
て
い
る
と
き
は
、
運
転
し
て

い
く
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
飲
む
こ
と
が
急
に
決
ま
っ
た
と
き

は
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
利
用
し
、
運

転
し
よ
う
と
す
る
心
に
「
カ
ギ
」
を

か
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
周
り
の
人

も
車
を
運
転
し
て
き
て
い
る
人
に
は

　
「
酔
っ
て
い
な
い
」
「
腕
に
自
信
　
　
●
　
酒
の
悪
す
す
め
を
し
な
い

が
あ
る
」
な
ど
と
安
易
に
考
え
、
ハ
　
　
●
　
飲
ん
だ
人
に
車
を
運
転
さ
せ
な

ン
ド
ル
を
持
ち
、
そ
の
結
果
、
事
故
　
　
　
い

を
起
こ
し
相
手
の
家
庭
ぽ
か
り
で
な
　
　
●
　
飲
ん
だ
人
の
車
に
乗
せ
て
も
ら

く
自
分
の
家
庭
も
不
幸
の
ど
ん
底
に
　
　
　
わ
な
い

陥
し
入
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
を
す
す
ん
で
守
り
、
飲
酒
運
転
を

　
大
の
命
は
、
な
に
よ
り
も
尊
く
ど
　
な
く
す
た
め
に
は
、
周
り
の
人
が
協

ん
な
こ
と
を
し
て
も
償
え
る
も
の
で
　
力
し
て
や
め
さ
せ
る
よ
う
な
ム
ー
ド

は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
涯
。
補
償
の
重
　
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

荷
を
負
っ
て
生
き
て
行
か
な
け
れ
ば
　
　
　
運
転
す
る
と
き
は
、
必
ず
シ
ー
ト

な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ル
ト
を
し
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
１

酒
を
飲
ん
だ
と
き
は

－

：
１
１

Ｌ

●
　
脱
力
が
低
ド
す
る

●
　
厦
応
動
作
が
鈍
る

●
　
正
常
な
動
作
が
で
き
な
く
な
る

　
な
ど
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、
こ
の

よ
う
な
状
態
の
ま
ま
で
バ
ン
ド
ル
」

を
握
っ
た
と
き
は
、
自
分
で
気
を
つ

け
て
い
る
つ
も
り
で
も

●
　
信
号
や
標
識
、
歩
行
者
や
自
転

　
巾
を
見
落
し
て
し
ま
う

●
　
ス
ピ
ー
ド
感
が
な
く
な
り
、
平

　
気
で
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
し
ま
う

●
　
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
タ
イ
ミ
ン

　
グ
が
遅
れ
た
り
動
作
が
正
し
く
で

　
き
な
い

●
　
気
が
大
き
く
な
り
、
交
差
点
で

　
徐
行
を
し
な
い
よ
う
に
な
っ
て
し

　
ま
う

●
　
眠
っ
て
し
ま
う

　
な
ど
交
通
事
故
を
起
こ
す
危
険
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
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青
少
年
に

　
　
よ
い
環
境
を
。

ﾌﾝこ

/写真M誌等の有害図書は

自動販売機で取り扱又ま巴

●
改
正
条
例
の
趣
旨

①係

　　Ｗ

　（
有
害
図
書
関

　
有
害
図
書
類
と
し
て
指
定
さ
れ

た
図
書
を
十
八
歳
未
満
の
青
少
年

に
売
っ
た
り
、
見
せ
た
り
す
る
と
、

三
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ

ま
す
、

②
　
図
書
自
動
販
売
機
の
届
出
を
し

　
な
い
と
、
三
万
円
以
下
の
罰
金
が

　
糾
せ
ら
れ
ま
す
。

　
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

①
　
有
害
図
書
に
類
似
す
る
「
青
少

　
年
に
好
ま
し
く
な
い
図
書
」
は
、

　
青
少
年
に
売
っ
た
り
す
る
こ
と
を

　
自
粛
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
　
有
害
図
書
類
の
指
定
が
ス
ピ
ー

　
ド
化
さ
れ
ま
す
。

⑥
　
書
店
等
で
有
害
図
書
類
を
陳
列

　
す
る
場
合
は
一
定
の
場
所
に
そ
の

　
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
青
少
年
の
購

　
人
、
閲
覧
を
禁
止
す
る
表
示
を
し

　
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
従
っ
て
、
有
害
図
書
類
を
軒
下

　
等
店
舗
の
外
に
陳
列
し
て
版
売
す

　
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ま
に
お
願
い

　
書
類
が
青
少
年
の
目
に
ふ
れ
る
こ

　
と
の
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
よ

◆
　
青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
条
例

　
の
力
だ
け
で
達
成
で
き
る
も
の
で

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
。
家
庭
に

　
お
け
る
親
子
の
つ
な
が
り
を
大
切

　
に
し
、
子
供
た
ち
を
明
る
く
す
こ

　
や
か
に
育
て
る
と
と
も
に
、
す
べ

　
て
の
市
民
が
青
少
年
の
健
全
育
成

　
に
深
い
関
心
を
持
ち
、
地
域
ぐ
る

　
み
で
、
環
境
浄
化
を
始
め
と
す
る

　
青
少
年
健
全
育
成
運
動
を
展
開
す

　
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
次
代
を

　
に
な
う
青
少
年
を
心
身
と
も
に
す

　
こ
や
か
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

◆
　
図
書
自
動
販
売
機
を
置
く
た
め
　
　
※
　
改
正
さ
れ
た
愛
知
県
青
少
年
保

　
の
場
所
提
供
を
頼
ま
れ
た
ら
、
た

　
め
ら
わ
ず
に
断
り
ま
し
ょ
う
。

◆
　
み
ん
な
で
図
書
自
動
販
売
機
に

　
目
を
く
ば
り
、
青
少
年
に
好
ま
し

　
く
な
い
４
　
を
入
れ
さ
せ
な
い
よ
う

　
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
　
図
書
自
動
販
売
機
で
有
害
図
書
　
◆
　
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、
飲
食
店
、

　
を
扱
っ
た
場
合
は
、
三
万
円
以
下
　
　
　
喫
茶
店
等
に
お
い
て
も
、
有
害
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

護
育
成
条
例
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
岡
崎
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
容
二
三
上
八
四
三

四
）
又
は
県
総
務
部
青
少
年
婦
人

室
（
豊
○
五
二
Ｉ
九
六
一
－
二
Ｉ

一
コ
若
し
く
は
、
県
西
三
河
事

務
所
総
務
課
（
容
二
三
－
一
二
一

二
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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昭和54年12月15日

[匹Ξ芭垂]
(衛生センターa22－5436＜代表＞)

月日 ゴミ収集
持ち込みのゴミの受付

し尿収集
可燃物 不燃初

12月

28日吻

平常通り収集
　（金曜a)
収集地区 喝

受付
.30～

:00

平儲通り受付
午Bij8:;≫-

　午後4:00
訴訟

i2月

29日出

平常通り収集
　(土曜旧
収集地区

平常辿り受付

午前8:30～
　午後12:00

平常通り受付

午加8:30～
　午後z:00

平常iiliり
くみ収り

12月

30日(0)

（日曜日）
収集区域なし 喝

受付
30-

: 00

半常通り受付

午前8:30～

　午後■t:0(1

･F常通り
くみ取り

12月31日闘・１月1 am・２日ぶ・３日困は休みます

４日吻
平常通り収集
　（金曜日）
収集地区 眉

受付

30～
:00

平測通り受付

午ぶiS:30～
　午後-t:00

特訓

㈱ゴミの収集と自己搬入について

　多量のゴミは次の場所まで自己搬入してください。

　　可燃物→八帖南町・衛生センター(酋22 －5436)

　　　　　　　　　　　一般廃棄物100kgにつき320円

　　　　　　　　　　　産業廃棄物100kgにつき^1( 0円

　　不燃物→才栗町埋立地（豊46－2577）

　　　　　　　　　　　一般廃棄物lOOkgにつき100円

　　　　　　　　　　　産業廃棄物100 kgにつき200円

Rし尿の汲取について

　　本年の12月31日から来年１月３日までくみ取りを休

　みますので、作業の都合により、１月上旬のくみI[ii')

　地域を12月下旬にくみ取ることがありますので、よろ

　しくご承知ください。

市政だより　　お　か　ざ　き

ΞΞ亘璽回垂］
（本庁夜間休祭日用　昔23－6495)

J』　日 午　前 午　後

1川28川金）
各課・各支所とも

平常辿り行います

窓口事･務は平常通

I)行います

]2n29日(±)
収納課および指定
金融機関派出所□w納室内)は窓口

巾一務を行います

休　み

12H30日付い 休　　　　　　み

12H31日（月）
収納課および指定金融機関派出所（出

納室内）は窓口事務を行います

１月１日図・２日附・３日(昶は休みます

1 月4日(金)
各課・各支所とも

平常通り行います

窓口事務は平常通

り行います

死亡届、出生扁l等及び埋火葬の事務は、休み中でも市役

所本庁当直室で受け付けます。なお、火葬場は１月１日

のみ休場します。

市立岡崎病院の診察日程

(豊2i－8iii＜代表＞)

月　　日 午　　前 午　　後

12月28日剛 診　　療 休　　診

12月29日Cl:l･ 12月30H(H) ■12月31日剛・リ
２日俐■ 3日困は休診します

１月４日削 平　常　ど　お　り

※　入院患者の面会時間が、昭和55年１月１日から、平

　日午前中の面会ができなくなります。くわしくは、14

　ページに掲載してあります。
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１
月

１
日
　
新
年
交
礼
会

７
日
　
消
防
出
初
式

８
日
　
常
磐
中
学
校
屋
内
体
育
場
・

　
　
　
大
門
小
学
校
校
舎
・
細
川
小

　
　
　
学
校
校
舎
完
工

９
日
　
生
平
小
学
校
屋
内
体
育
場
・

　
　
　
竜
谷
小
学
校
屋
内
体
育
場
・

　
　
　
竜
美
丘
小
学
校
校
舎
完
工

Ｈ
日
　
矢
作
束
小
学
校
校
舎
・
・
欠
作

　
　
　
北
小
学
校
校
舎
・
本
宿
小
学

　
　
　
校
校
舎
完
工

1
3
H
　
矢
作
西
小
学
校
校
舎
・
六
ッ

　
　
　
美
南
部
小
学
校
校
舎
・
梅
園

　
　
　
小
学
枚
校
舎
完
工

1
4
日
　
市
民
駅
伝

1
5
日
　
岡
崎
市
成
人
式

1
8
口
　
第
５
回
社
会
福
祉
大
会

2
7
日
　
第
1
2
回
岡
崎
市
農
協
婦
人
大

　
　
　
会
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２
月

１
日
　
お
か
ざ
き
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

　
　
　
ス
開
始

２
日
　
根
打
小
学
校
校
舎
・
六
ツ
美

　
　
　
北
部
小
学
校
校
舎
完
工

４
日
　
知
事
選
投
以
日

６
日
　
矢
作
中
学
校
校
舎
完
工

Ｈ
日
　
第
５
回
岡
崎
東
公
園
オ
リ
ェ

　
　
　
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

1
3
日
　
新
入
児
を
祝
う
会

1
7
日
　
交
通
安
全
市
民
総
決
起
人
会

28

日
　
大
田
寺
小
学
校
校
舎
増
築
完

　
　
工

町r.'*・
，　･｡ｇ
づ

・川lい≒‖

J

へ

３
月

４
日
　
中
高
層
建
築
物
火
災
・
救
助

　
　
　
訓
練

1
5
口
‥
　
岡
崎
市
婦
人
会
3
0
年
史
発
刊

　
　
　
記
念
大
会

2
0
日
　
市
立
岡
崎
病
院
放
射
線
棟
完

　
　
　
工

９
１
一
日
　
保
母
、
池
金
線
道
路
竣
工

2
6
H
　
北
野
廃
寺
跡
整
備
工
事
完
工

９
７
一
日
　
少
年
自
然
の
家
体
育
館
完
工

2
8
日
　
岡
崎
国
際
児
童
年
推
進
委
貝

　
　
　
会

3
0
日
　
束
部
市
民
セ
ン
タ
ー
完
工

　
　
　
福
岡
保
育
園
改
築
竣
工

3
1
日
　
み
ど
り
と
花
を
ふ
や
す
市
民

　
　
　
ま
つ
り
（
～
１
日
）

４
月

１
日
　
家
康
・
歴
史
行
列

５
日
　
奈
良
井
保
育
園
竣
工

６
日
　
消
防
署
北
分
署
竣
工

８
日
　
県
議
選
投
票
日

1
4
日
　
交
通
安
全
音
楽
大
パ
レ
ー
ド

2
2
日
　
市
長
・
市
議
選
投
票
日

2
9
日
　
児
童
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
太

　
　
　
陽
の
城
完
工

５
月

・

四
　
　
　
　
』
『
Ｉ
！
―

２
日
　
市
長
初
登
庁

３
日
　
藤
ま
つ
り
巾
民
人
茶
会

５
日
　
岡
崎
市
青
少
年
健
全
育
成
市

　
　
　
民
人
会
、
第
６
回
岡
崎
子
供

　
　
　
ま
つ
り

1
0
日
　
岡
崎
市
民
運
動
推
巡
連
絡
協

　
　
　
議
会
総
会

にＵ
●齢糾

1
6
日
　
中
日
友
好
の
船
訪
日
団
来
岡

　
　
　
　
（
～
1
7
日
）

1
8
日
　
地
域
市
政
報
告
会
始
ま
る

2
0
日
　
春
の
市
民
清
掃
の
日
、
第
2
3

　
　
　
回
中
学
校
総
合
体
育
大
会

2
7
日
　
第
3
0
回
全
国
植
樹
祭
、
岡
崎

　
　
　
市
民
親
子
オ
リ
ェ
ン
テ
ー
リ

　
　
　
ン
グ
大
会

2
9
日
　
春
の
叙
勲
祝
賀
会

あ　¶

^･lii.

６
月

３
日
　
伊
賀
川
一
斉
清
掃

６
口
　
岡
崎
市
総
代
大
会

６
－

Ｉ
Ｆ

岡
崎
市
子
ど
も
会
育
成
者
大

会

1
7
日
　
消
防
団
貝
消
防
ポ
ン
プ
操
法

　
　
　
競
練
会

2
0
日
　
岡
崎
市
国
一
問
題
対
策
協
議

　
　
　
会

７
月

１
日
　
市
制
施
行
6
3
周
年
記
念
式
典

　
　
　
市
民
憲
章
書
道
作
品
ゴ
ン
グ

　
　
　
ー
ル
表
彰
式

３
日
　
常
磐
小
プ
ー
ル
完
工
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54年のおもな

岡
崎
小
プ
ー
ル
完
工

六
名
小
低
学
年
川
プ
ー
ル
完

工岡
崎
市
婦
人
大
会

乙
川
を
美
し
く
す
る
会
総
会

夏
の
交
通
安
全
街
頭
宣
伝

岡
崎
市
戦
没
者
追
悼
式

市
民
大
学
講
座
開
講

伊
賀
川
「
川
ま
つ
り
」

尽
μ
７

5>

,4i･･

V

"

　●

－

●Ｉ
Ｍ
Ｉご1j

　　－

／’ｊ
‘
Ｉ

　
　
ｒ

２
日
　
竹
生
川
み
か
ち
ゃ
ん
放
流
ま

　
　
　
つ
り
、
五
万
石
太
鼓
、
五
万

　
　
　
石
お
ど
り
（
～
３
日
）

３
Ｈ
　
三
河
花
火
ね
り
込
み
行
列

　
　
　
石
垣
市
児
童
訪
問
団
来
岡

４
日
　
夏
ま
つ
り
花
火
大
会

５
日
　
岡
崎
市
民
水
泳
大
会

1
0
日
　
中
学
校
生
徒
膜
擬
議
会

1
3
日
　
棟
方
志
功
展
・
鶴
田
卓
池
展

　
　
　
　
（
～
2
6
日
）

1
6
日
　
親
善
郡
市
児
童
生
徒
相
互
訪

問
（
石
垣
市
へ
出
発
1
1
9
日
）

　
　
　
　
゛
に
｀
Ｊ
　
　
　
　
　
山
中
小
学
校
校
舎
増
築
完
工

い
ｌ
一
い
ｌ
一
｀
　

1
8
日
　
ハ
ン
ガ
リ
ー
少
年
少
女
合
唱

　
　
　
団
演
奏
会

2
1
日
　
親
善
都
市
児
童
生
徒
相
互
訪

　
　
　
問
（
福
山
市
へ
出
発
～
2
2
日
）

2
4
日
　
愛
知
病
院
特
殊
放
射
線
竣
工

27

日
　
福
山
市
児
童
生
徒
訪
問
団
来

　
　
岡

９
月

１
日
　
屯
笑
に
小
学
校
体
育
館
・
プ

　
　
　
ー
ル
、
人
門
小
学
校
体
育
館

　
　
　
・
フ
ー
ル
完
工

２
日
　
竹
生
川
一
斉
清
婦

６
日
　
城
南
小
学
校
屋
内
述
勁
場
・

　
　
　
緑
丘
小
学
校
校
舎
完
工

９
日
　
岡
崎
巾
婦
人
運
動
会

1
3
日
　
境
公
園
運
勁
場
夜
間
照
明
点

　
　
　
灯

1
7
日
　
第
二
次
訪
中
団
出
発
（
1
2
7

　
　
　
日
）

2
1
日
　
市
長
一
日
警
察
署
長

2
5
日
　
秋
の
交
通
安
全
街
頭
宣
伝

3
0
日
　
秋
の
市
民
清
掃
の
日

一一
１　べ　ｔ

ノ　費･

Tr^

ｒ;

--
ｉ
ｒ
Ｉ

ｐ
し　

　
　
ｋ
ｌ

1
0
月

1
6
口
　
第
２
回
西
三
河
青
少
年
健
全

18
日

23
日

24
H

25
日

2rt

日

育
成
推
進
大
会

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
巡
動
会

優
良
従
業
貝
新
聞
牛
乳
配
達

少
年
少
女
表
彰
式
、
岡
崎
の

ハ
ー
モ
ニ
ー

教
育
文
化
賞
授
賞
式

岡
崎
市
消
防
団
連
合
観
閲
式

岡
崎
城
・
家
康
館
姓
設
整
備

委
只
会

2
8
日
　
幟
没
者
等
叙
勲
伝
達
式
、
秋

　
　
　
の
叙
勲
祝
賀
会

７
日
　
衆
議
院
議
貝
選
挙
・
最
高
裁
　
Ｖ
川
叩

　
　
　
'
ｒ
ｒ
'
所
故
判
官
国
民
審
査
投
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

10
日

12
日

13
H

18
日

21
日

22
□

26
日

27
日

第
2
6
回
岡
崎
市
民
体
育
祭

高
齢
者
能
力
活
用
協
会
設
立

総
会

新
電
子
計
算
機
稼
動
式

第
９
回
み
ん
な
の
消
費
生
活

展市
民
植
樹
祭

市
民
対
話
集
会
始
ま
る

石
垣
市
親
善
使
節
団
来
岡

岡
崎
ま
つ
り
（
1
2
8
日
）

竜
海
中
学
校
佼
舎
増
築
完
工

″
‐
月

３
日
　
村
禎
山
展
望
台
竣
工

４
日
　
束
阿
知
和
土
地
改
良
事
業
完

　
　
　
成

1
5
日
　
第
１
回
岡
崎
市
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

凭
月

１
日
　
第
2
5
回
岡
崎
市
子
ど
も
会
大

　
　
　
会
、
親
艶
‥
都
市
提
携
1
0
周
年

　
　
　
記
念
岡
崎
市
使
節
団
沖
繩
石

　
　
　
垣
市
親
善
訪
問
出
発
（
～
５

　
　
　
ロ
）

４
日

第
2
8
回
岡
崎
市
学
校
保
健
大

会

８
日
　
都
市
美
化
作
文
花
壇
ゴ
ン
グ

　
　
　
ー
ル
表
彰
式

1
4
日
　
都
市
美
化
協
会
総
会

2
1
日
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ス
ト
ッ
ク
ホ

　
　
　
ル
ム
少
女
合
唱
団

2
5
日
　
六
名
南
保
育
園
増
築
竣
工



８

　
は
や
く
も
木
枯
の
吹
く
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
寒
波
に
備
え
て
、
ご
家

庭
の
水
道
管
の
冬
支
度
は
早
め
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
し
つ
か
り
保
温
を

　
屋
外
に
あ
る
水
道
管
や
、
じ
ゃ
ロ

の
露
出
部
分
に
は
。
古
毛
布
な
ど
保

温
材
を
巻
き
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
を
し
っ
か
り
と
巻
き
つ
け

て
下
さ
い
。

・
水
道
管
が
凍
結
し
た
と
き

　
水
逆
管
や
じ
ゃ
口
が
凍
結
し
た
と

き
は
、
凍
結
部
分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ

せ
。
そ
の
上
か
ら
熱
湯
を
徐
々
に
か

け
て
下
さ
い
。

旬
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

　
万
一
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は
、

屋
外
の
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ

る
甲
止
水
栓
の
ハ
ン
ド
ル
を
右
ｎ
に

回
し
、
水
を
止
め
て
か
ら
最
寄
り
の

市
指
定
水
道
工
事
店
か
、
管
工
事
業

協
同
組
合
（
豊
5
1
1
5
5
1
7
）
　
へ

修
絣
の
申
し
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

　
甲
出
水
栓
が
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

内
に
取
り
付
け
て
な
い
ご
家
庭
が
一

部
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
際
取
付
工
事

を
さ
れ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。甲止水栓

市
史
編
さ
ん
周
囲
　
巾

木
綿
問
屋
深
見
家
の
通
達
書

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
史
料
は
、
嘉
永

四
年
、
三
河
で
生
産
さ
れ
た
繰
綿
、

木
綿
の
買
占
め
に
あ
た
る
綿
買
次
商

人
（
問
屋
）
深
見
家
が
、
そ
の
支
配

下
に
あ
る
仲
買
い
及
び
、
生
産
者
（
百

姓
、
操
元
）
に
あ
て
た
通
達
書
で
す

（
新
堀
町
、
深
見
家
蔵
）
。

　
こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
「
諸
国
下

り
綿
之
内
三
州
綿
上
座
之
取
扱
」
と

あ
り
。
西
三
河
の
繰
綿
が
江
戸
市
場

で
か
な
り
重
要
な
役
割
を
占
め
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
頃
（
江
戸
中
期
）
は
、
貨
幣

経
済
の
発
展
に
伴
い
、
全
国
各
地
で

商
品
作
物
が
さ
か
ん
に
栽
培
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
時
期
で
す
。
中
で
も

綿
作
り
は
、
摂
津
・
河
内
等
の
大
阪

周
辺
が
そ
の
中
心
と
し
て
有
名
で
し

た
が
、
こ
の
西
三
河
地
方
も
こ
れ
ら

の
地
域
に
次
ぐ
産
地
と
し
て
か
な
り

上
質
の
綿
を
大
量
に
作
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
こ
れ
は
、
西
三
河
地
方
の

温
暖
な
気
候
と
地
質
（
特
に
矢
作
川

ぞ
い
の
砂
地
）
が
綿
作
り
に
適
し
て

い
た
こ
と
や
耕
地
が
狭
い
う
え
に
年

貢
が
重
い
と
い
う
苦
し
み
の
中
で
、

農
民
が
生
活
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
綿
作
り
に
活
路
を
求
め
る
以
外

に
な
か
っ
た
と
い
う
三
河
独
特
の
農

村
事
情
な
ど
が
原
因
し
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

　
綿
の
生
産
は
、
生
綿
か
ら
綿
を
と

る
繰
綿
の
生
産
過
程
と
、
繰
綿
か
ら

糸
（
紹
糸
）
を
と
る
過
程
、
さ
ら
に

緞
糸
を
利
用
し
て
織
物
を
生
産
す
る

過
程
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
は
主
に
農
家
の
婦
女
子
の
手
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
江
戸
後

期
に
な
る
と
、
こ
の
分
業
過
程
が
成

立
し
、
各
過
程
だ
け
を
専
門
的
に
受

け
負
う
農
家
も
か
な
り
増
え
て
き
た

よ
う
で
す
。
ま
た
、
綿
の
実
は
油
の

原
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
綿
、

紹
糸
、
木
綿
は
、
当
時
棒
手
振
り
、

ま
た
は
小
買
い
と
呼
ば
れ
る
多
く
の

仲
買
い
ら
に
よ
っ
て
買
い
集
め
ら
れ
、

農
村
の
買
次
商
（
問
屋
）
に
持
ち
込

ま
れ
ま
し
た
。
買
次
商
で
は
さ
ら
に

こ
れ
ら
を
Ｉ
ま
と
め
に
し
、
矢
作
川

か
ら
平
坂
湊
を
経
て
、
江
戸
の
綿
問

屋
へ
と
送
っ
た
の
で
す
。
当
時
江
戸

の
市
場
で
売
ら
れ
た
三
河
綿
は
、
こ

う
し
た
経
路
を
経
て
き
た
の
で
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
史
料
に
は
、
江
戸
の

綿
問
屋
が
こ
こ
三
年
ほ
ど
の
凶
作
に

よ
り
、
三
河
綿
の
質
が
落
ち
た
た
め

こ
れ
か
ら
の
値
段
を

　
壱
番
綿
　
時
之
相
場

　
弐
番
綿
　
相
場
よ
り
百
目
落

　
三
番
綿
　
相
場
よ
り
弐
百
目
落

に
す
る
と
知
ら
せ
て
き
た
こ
と
が
書

か
れ
て
お
り
、
江
戸
の
綿
問
屋
が
三

河
綿
の
質
に
非
常
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は

江
戸
の
綿
問
屋
か
ら
農
村
の
買
次
商

へ
金
銭
の
前
渡
し
が
あ
っ
た
か
ら
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
こ
れ

と
同
様
に
農
村
内
で
も
、
綿
買
次
商

と
仲
買
い
及
び
操
元
、
百
姓
等
の
問

に
、
土
地
や
金
銭
を
媒
介
と
し
た
支

配
、
被
支
配
の
関
係
が
あ
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
農
民
は

安
い
賃
金
で
綿
作
り
を
行
っ
て
き
た

の
で
し
た
。

　
明
治
以
降
の
西
三
河
織
物
業
の
め

ざ
ま
し
い
発
展
は
、
こ
う
し
た
人
々

の
努
力
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
は
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
近
世
班
調
査
委
員
　
牧
原
隆
久

　
　
　
　
日
　
演

一
、
去
ル
乍
平
江
戸
綿
御
川
Ｍ
衆
中
。
。
破
巾
越
峡
条
々

　
共
斤
晦
附
″
以
御
違
巾
Ｌ
候
處
夫
々
行
届
キ
其
後

　
江
戸
喪
。
一
お
ゐ
て
も
評
判
立
直
り
諸
国
下
り
綿
之
内
弥

　
三
州
綿
上
座
之
取
扱
責
口
も
究
相
成
候
處
此
両
三
年

　
凶
作
二
付
自
然
ぬ
方
相
劣
り
殊
之
外
不
評
判
依
之
此
度

　
江
戸
岑
。
厳
敷
巾
参
り
候
。
一
付
き
新
綿
占
磨
方
糸
口
共

　
伶
別
吟
味
三
段
。
一
拍
改
則
左
二
記

　
　
壱
冊
綿
時
之
相
場

　
　
弐
番
綿
　
相
場
占
百
目
落

　
　
三
番
綿
　
柑
場
t
ｏ
弐
百
日
落

右
｀
通
忌
中
候
間
此
段
御
百
姓
月
操
元
衆
中
江
茂

不
洩
様
仲
買
御
衆
中
占
御
心
配
御
通
達
可
被
成
下
候
以
上

　
嘉
永
作
い

八
月
　
　
　
　
　
　

綿
買
次
中
（
印
）
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全
市
2
0
消
防
団
の
精
鋭
及
び
機
既
器
具
を
一
堂
に
集
め
て

岡
崎
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
岡
崎
市
消
防
団
連
合
観
閲
式
を

行
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｈ
川
匹
一
日
）

｜

　
国
際
児
童
年
記
念
第
フ
回
岡
崎
の
ハ
ー
モ
ニ

ー
ガ
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
月
四
一
日
）

ベヨ

　’‾－0

　

。。-
。

　優良従業員・新聞牛乳配達少年少女表彰式

が、商工会議所で行われました。Ｏ川4h- <J[I )

　・.●S〃１一心'聊
一一

一

. A ・●．　　　･-

皿-

≪ ≫ ● 、

　
秋
の
叙
勲
受
章
者
６
名
の
祝
賀
会
が
、
甲

山
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
Ｈ
月
2
8
日
）
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一
日
教
室

「
衣
服
の
管
理
と

　
手
入
れ
講
習
会
Ｌ

働
く
婦
人
会
館
　
a
2
3
ト
2
９
６
3

　
大
小
な
衣
服
は
、
日
常
の
１
人
れ

が
大
切
で
す
。
家
庭
で
で
き
る
衣
服

の
手
入
れ
と
、
し
み
抜
き
の
実
習
を

行
い
ま
す
。

　
日
時
　
１
月
2
7
日
（
日
）
　
午
後

１
時
ｌ
’
４
時

　
場
所
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館

　
指
導
者
　
小
高
茂
三
氏

　
受
講
料
　
無
料

　
募
集
人
員
　
5
0
名
（
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

　
対
象
者
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
婦

人
（
学
生
は
除
く
）

　
申
込
方
法
　
官
製
往
復
は
が
き
に
、

①
一
日
教
室
名
　
②
住
所
　
③
氏
名

①
竃
話
番
廿
。
返
信
用
の
あ
て
名
に

も
、
住
所
・
氏
名
・
郵
便
番
号
を
必

ず
記
人
し
て
、
１
月
1
2
日
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
〒
４
４
４
、
伊
賀
新

町
1
0
の
３
、
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
は
が

き
は
、
一
人
一
葉
に
限
り
ま
す
。

世
帯
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

市
民
課
鯛
査
係
き
2
3
－
6
1
3
４

　
世
帯
調
在
の
時
期
が
近
づ
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
来
年
Ｉ
Ｕ
１
日
現
在
で
各
世
帯
の

実
態
を
は
握
し
て
、
行
政
の
雌
礎
資

料
と
す
る
た
め
、
市
職
員
が
各
家
庭

へ
お
伺
い
し
ま
す
か
ら
、
市
民
の
み

な
さ
ん
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
調
査
期
間
　
Ｉ
Ｈ
‥
‥
１
日
か
ら
１
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

1
0
日
ま
で

　
調
査
内
容
　
住
所
、
通
称
町
名
、

組
名
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
続
柄
、

し
尿
収
集
の
有
無
な
ど
の
確
認
等

　
鯛
査
員
　
市
職
員

工
業
統
計
調
査
に

　
　
　
ご
協
力
を

企
画
課
統
計
係
豊
2
3
卜
6
0
3
2

　
製
造
業
を
営
む
み
な
さ
ん
、
今
年

も
恒
例
の
工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
1
9
1
月
3
1
日
現
在
で
の
調
轟
の
た
め
。

年
末
年
始
の
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
、

県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
貝
が

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
製
造
業
の

実
態
や
製
造
活
動
の
現
状
が
明
ら
か

に
な
る
ほ
か
、
調
介
の
デ
ー
タ
は
、

製
造
業
の
み
な
さ
ん
が
各
種
製
品
の

生
産
、
販
売
プ
ラ
ン
を
お
立
て
に
な

る
場
合
の
参
考
に
な
る
の
を
は
じ
め
、

た
と
え
ば
、
都
市
開
発
や
下
水
道
計

画
の
資
料
と
な
る
な
ど
、
わ
た
し
た

ち
市
民
生
活
の
向
上
に
広
く
活
用
さ

れ
て
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ

い
た
調
査
票
は
、
統
計
以
外
の
目
的

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
な
く
、

秘
密
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す
。

　
調
査
は
、
次
の
３
種
類
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

　
　
〔
甲
調
査
〕
従
業
員
3
0
人
以
上
の

事
業
所
　
〔
乙
調
査
〕
従
業
貝
2
9
人

以
下
の
事
業
所
　
（
丙
調
査
）
製
造

業
の
本
店
、
本
社
を
調
轟
す
る
も
の

で
、
①
２
つ
以
上
の
製
造
工
場
を
経

営
す
る
企
業
の
本
店
、
本
社
　
②
製

造
工
場
と
別
の
場
所
に
あ
る
企
業
の

本
店
、
本
社
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

民
間
戦
災
傷
害
者

の
か
た
に
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
す

社
会
生
活
課
公
2
3
1
６
1
４
5

　
市
は
、
福
祉
対
策
の
一
環
と
し
て
、

民
間
戦
災
傷
害
者
の
か
た
に
見
料
金

を
支
給
し
ま
す
。

　
こ
の
見
舞
金
は
、
太
平
洋
戦
争
末

期
に
米
軍
の
本
土
空
襲
等
の
原
因
に

よ
っ
て
負
傷
し
、
障
害
を
残
さ
れ
た

気
の
毒
な
か
た
が
た
へ
贈
呈
す
る
も

１
月
の

こ
よ
み

１
日
　
新
春
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
新
年
交
礼
会
（
市
民
会
館
）

２
日

４
日

６
日

７
日

1
0
日

1
1
日

13
日

15
日

17
日

2]
日

23
日

26
日

29
日

31

日

初
荷

官
庁
御
用
始
め

小
寒

七
草

お
か
ざ
き
鶏
肉
安
売
デ
ー

鏡
開
き

消
防
出
初
め
式

市
民
駅
伝
競
走
大
会

成
人
の
日

市
内
小
中
学
校
書
き
初
め
展

　
（
～
2
0
日
・
美
術
館
）

大
寒

市
民
の
年
賀
状
展
（
～
2
7
口
Ｉ

美
術
館
）

文
化
財
防
火
デ
ー

お
か
ざ
き
精
肉
安
売
デ
ー

市
県
民
税
（
第
４
期
）
と
国

民
健
康
保
険
料
（
第
４
期
）

の
納
期
限



きざか

の
で
す
。

　
こ
の
申
請
の
受
付
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
該
当
の
か
た
は
、
社
会
生
活

課
の
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
該
当
の
か
た
　
現
住
所
が
市
内
に

お
　
あ
り
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
米
ボ
の

　
　
本
土
空
襲
等
の
原
囚
に
よ
っ
て
負
傷

市政だより日15昭和54年12月11

し
、
現
在
障
虫
‥
を
有
す
る
か
た
で
、

身
体
障
審
の
等
級
が
第
７
級
と
同
程

度
以
上
の
か
た
、
及
び
市
長
が
傷
害

の
程
度
に
応
ヒ
、
見
肘
金
の
支
給
を

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た

か
た
。
な
お
、
幟
傷
病
者
特
別
援
護

Ｅ
の
○

㎜

． ＿ Ｊ

㈱
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第

３
期
）

　
　
納
期
限
↓
1
2
月
Ｃ
Ｍ
日
（
木
）

　
　
収
納
課
　
ｓ
2
3
－
６
１
１
５

・
岡
崎
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
金
（
初
年
度
納
付
者
に
つ
い

て
は
第
２
期
分
、
２
・
３
年
度
納
付

者
に
つ
い
て
は
第
３
期
分
）

　
　
納
期
限
↓
1
2
月
2
8
日
（
金
）

　
　
下
水
道
課
　
酋
2
3
－
6
2
9
8

　
お
忘
れ
な
く
、
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
納
税
組
合
を
通
じ
て
納

付
さ
れ
る
か
た
は
、
各
納
税
組
合
で

決
め
ら
れ
た
収
納
取
扱
日
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

法
に
よ
り
援
護
を
う
け
て
み
え
る
か

た
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
申
請
者
　
原
則
と
し
て
本
人

　
手
続
き
　
見
舞
金
支
給
申
請
書
（
社

会
生
活
課
消
費
生
活
係
に
あ
り
ま
す
）

に
、
医
師
の
診
断
書
を
添
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
見
舞
金
は
、

受
給
資
格
者
の
口
座
へ
振
込
み
ま
す

の
で
、
口
座
番
号
が
必
要
で
す
。
な

お
、
巾
請
に
は
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　
見
舞
金
の
額
　
年
額
１
万
円

お
米
は
登
録
店
で

購
入
し
ま
し
よ
う

市
民
課
管
理
係
豊
2
3
ト
6
1
３
７

　
わ
た
し
た
ち
の
主
食
で
あ
る
お
米

は
、
ま
だ
自
由
販
売
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
県
知
事
の
許
可
を
受
け
た
登
録

指
定
業
者
が
、
品
質
、
価
格
、
量
目
、

衛
生
の
き
び
し
い
行
政
指
導
を
受
け
、

店
頭
に
登
録
店
の
看
板
を
掲
げ
て
販

売
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
／
’
お
米
屋
さ
ん
の
店
頭

に
掲
げ
た
「
登
録
店
の
看
板
」
を
確

か
め
た
う
え
で
、
購
入
す
る
よ
う
に

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

太
陽
の
城

　
子
ど
も
造
形
教
室

　
１
月
受
講
生
募
集

　
　
　
　
（
小
Ｉ
～
３
）

太
陽
の
城

公
2
3
－
２
６
８
８

き
2
4
1
2
5
３
5

　
子
ど
も
た
ち
が
、
楽
し
み
な
が
ら

図
工
・
竃
術
に
関
心
を
持
ち
、
創
造

力
を
伸
ば
す
太
陽
の
城
造
形
教
室
は
、

今
大
変
な
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

お
宅
の
お
子
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
講
座
の
内
容
（
４
週
修
了
）

第
１
週
　
竹
の
工
作

第
２
週
　
ね
ん
土
あ
そ
び

第
３
週
　
楽
し
い
ス
ケ
ッ
チ

第
４
週
　
紙
や
木
の
工
作

　
受
講
対
象
及
び
開
設
日

小
学
１
年
生
　
１
月
コ
ー
ス
（
１
月

　
1
3
日
・
2
0
日
・
2
7
日
・
２
月
３
日
）

　
　
午
前
の
部
（
９
時
3
0
分
～
ｕ
時

　
3
0
分
）
　
午
後
の
部
（
２
時
１
４

　
時
）

小
学
２
・
３
年
生
　
１
月
コ
ー
ス
（

　
１
月
1
2
日
・
1
9
日
・
2
6
日
・
２
月
２

　
日
）
　
午
後
の
部
（
２
時
～
４
時
）

　
募
集
人
員
　
各
コ
ー
ス
と
も
定
貝

2
4
名

　
受
講
料
　
無
料
、
た
だ
し
、
材
料

賞
が
４
週
分
で
４
０
０
円
必
要
で
す
。

　
申
込
方
法
　
材
料
費
４
０
０
円
を

添
え
て
。
太
陽
の
城
２
隋
事
務
所
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
定
貝
に
な
り

次
第
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
太
陽
の
城
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

家
庭
用
灯
油
の

　
相
談
受
付

　
今
冬
の
灯
油
の
需
給
に
つ
い
て
、

市
民
の
方
々
が
節
約
に
努
め
れ
ば
、

今
需
要
期
の
供
給
に
は
支
障
な
い
見

通
し
で
す
。
従
来
の
購
入
実
績
の
あ

る
店
舗
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
転
入
、
結
婚
等
で
実
績
が
な
く
、

購
入
で
き
な
い
方
は
、
市
役
所
社
会

生
活
課
消
費
生
活
係
公
2
3
－
６
１
４

５
、
県
西
三
河
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

雲
５
３
１
０
９
９
９
、
又
は
県
石
油
業

協
同
組
合
岡
崎
支
部
豊
2
3
－
３
３
７

５
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

mｍlll川川Ill||||||川Illlllltll川ni|川川川副nil

１
月
前
期
の

　
　
粗
大
ゴ
ミ
収
集

衛
生
セ
ン
タ
ー
a
2
2
－
5
４
３
6

　
各
町
で
き
め
ら
れ
た
机
大
ゴ
ミ
持

ち
寄
り
場
所
へ
収
集
日
の
午
前
８
時

3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
資
源
再
利
用
と
な
る
古
新

聞
、
雑
誌
及
び
衣
類
も
ヒ
モ
で
し
っ

か
り
し
ば
っ
て
持
ち
出
し
て
く
だ
さ

Illllllll

　い

||川|IIllllllllll川川|11川|ll|l|tll||||
||川||

14
口
剛

12
ri
田

ｎ

日
面

賢

日

西大洞
　｀平｀
丸下鳥

山市万

　斜

橋
日
本

北
野

小
針

叉宍

'肩

収
集
寞
施
町
名

　
１
月
1
5
日
（
火
）
成
人
の
日
は
、

ゴ
ミ
の
収
集
及
び
し
尿
の
く
み
取

り
を
休
み
ま
す
。

　
　
”
’
　
ゴ
ミ
持
ち
出
し
場
所
は

Ｒ
Ｉ

　
　
。
。
。
　
い
つ
も
き
れ
い
に

　
ゴ
ミ
持
ち
出
し
場
所
は
、
道
路
や

空
地
等
の
一
部
を
借
り
、
一
時
的
に

ゴ
ミ
の
置
場
と
し
て
利
川
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
が
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
で
き
る

だ
け
早
く
収
集
し
、
き
れ
い
な
も
と

の
場
所
に
戻
す
よ
う
努
め
て
い
ま
す

の
で
、
収
集
日
以
外
は
ゴ
ミ
を
出
さ

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



12

図
書
館

　
　
だ
よ
り

‐
‐
－
　
　
‐
－
・

萱
5
1
－
２
２
５

第
５
回

　
市
民
の
「
年
賀
状
展
」

　
　
　
―
作
品
募
集
ｌ
ｉ

　
会
期
　
１
月
2
3
日
1
2
7
日

　
会
場
　
岡
崎
市
美
術
館

　
出
品
規
格
と
点
数

①
年
賀
は
が
き
か
、
そ
の
寸
法
大
の

　
川
紙
。

②
占
…
数
川
覗
な
し
。

　
　
・
　
″
－
－

③
手
書
き
か
版
画
類
と
し
、
印
刷
物

　
は
除
く
。

④
自
作
・
他
作
（
送
ら
れ
て
き
た
年

　
賞
状
）
を
問
い
ま
せ
ん
。

　
応
募
締
切
　
Ｉ
Ｔ
Ｔ
*
2
0
日
（
日
）

　
応
募
先
　
岡
崎
巾
立
図
沁
館
（
明

大
寺
町
字
茶
園
Ｈ
の
３
）
へ
直
接
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
　
作
品
に
対
す
る
審
磯
表

彰
は
行
い
ま
せ
ん
。
応
募
い
た
だ
い

た
作
品
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
。

吸
邸

/

tΣZ13

１
月
・

Ｕ
Ｕ
Ｉ
Ｕ

　
自
動
車
文
庫

み
ど
り
号

図
書
館
　
豊
5
1
－
２
２
５

"

昨年の市民の年賀状展

圓
I
I
瓢
ｌ
’
Ｉ
皿
　
ｖ
矢
作
農

協
牧
内
支
所
（
午
前
1
0
時
3
0
分
～
Ｈ

時
3
0
分
）
　
▼
六
ッ
美
北
部
小
学
校

　
（
午
後
１
時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
）

▼
六
ッ
美
中
部
小
学
校
（
午
後
３
時

Ｉ
４
時
）

闘
圃
四
目
ロ
ｓ
　
″
大
門
小

学
校
（
午
前
９
時
3
0
分
I
-
H
0
時
3
0
分
）

　
▼
大
樹
寺
小
学
校
（
午
前
1
0
時
4
5

分
～
1
-
I
時
4
5
分
）
　
▼
常
磐
小
学
校

　
（
午
後
１
時
～
２
時
）
　
▼
安
戸
神

明
宮
（
午
後
２
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
）

ｍ
１
１
１
１
１
１
回
ｌ
四
麗
　
ｖ
男
川
小

学
校
（
午
前
1
0
時
3
0
分
～
Ｈ
時
3
0
分
）

｜ ＆

　
▼
六
ッ
美
南
部
小
学
校
（
午
後
１

時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
）
　
▼
福
岡
小

学
校
（
午
後
３
時
～
４
時
）

目

　
　
．
闘
一
一
　
″
本
宿
学

区
公
民
館
（
午
前
1
0
時
～
‥
１
１
時
3
0
分
）

　
▼
山
中
小
学
校
（
午
後
１
時
～
２

時
）
　
▼
藤
川
小
学
校
（
午
後
２
時

3
0
分
Ｉ
３
時
3
0
分
）

―
　
▼
恵
田
小

学
校
（
午
前
９
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分
）

　
▼
岩
津
小
学
校
（
午
前
1
0
時
4
5
分
～

Ｈ
時
4
5
分
）
　
▼
細
川
小
学
校
（
午
後

１
時
3
0
分
１
２
時
3
0
分
）
　
▼
奥
殿

小
学
校
（
午
後
３
時
～
４
時
）

ｍ
ｌ
四
回
順
皿
　
；
作
束

小
学
校
（
午
前
1
0
時
涯
分
～
Ｈ
時
3
0

分
）
　
▼
矢
作
西
小
学
校
（
午
後
１

時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
）
　
▼
矢
作
北

小
学
校
（
午
後
３
時
～
４
時
）

四
脚
闘
”
．
Ｍ
Ｉ
　
ｖ
生
平
小

や
め
て
々
‥

　
　
電
線
の
近
く
で
は

　
　
　
　
タ
コ
あ
げ
し
な
い

　
や
む
を
え
ず
電
線
に
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
と
き
は
、
自
分
で
取
ろ

う
と
し
な
い
で
、
中
部
電
力
へ
辿

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
　
中
部
電
力

ｋ
４

学
校
（
午
前
1
0
時
3
0
分
～
Ｈ
時
3
0
分
）

　
▼
秦
梨
小
学
校
（
午
後
１
時
～
２

時
）
　
▼
常
磐
南
小
学
校
（
午
後
２

時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
）

Ｉ
　
▼
美
合
東

部
農
協
（
午
前
1
0
時
3
0
分
～
Ｈ
時
3
0

分
）
　
▼
緑
丘
小
学
校
（
午
後
１
時

3
0
分
～
２
時
3
0
分
）
　
▼
竜
谷
小
学

校
（
午
後
３
時
～
４
時
）

美

術
館
の
　
″

催
し
も
の

き
5
1
－
4
２
８
0

龍
墨
会
書
き
ぞ
め
展

　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｕ
９
日
1
1
3
日

第
３
回
薫
門
展
　
１
月
1
0
口
1
1
3
日

第
2
3
回
岡
崎
市
小
中
学
校
児
童
・
生

徒
沓
き
ぞ
め
展
　
１
月
1
7
日
～
2
0
‐

市
民
年
賀
状
展
　
１
月
2
3
日
～
η
一
日

第
２
回
西
三
河
高
校
生
徒
書
道
展

　
　
　
　
　
　
　
ｌ
‐
り
2
3
ロ
ー
2
7
日

第
２
回
西
三
河
高
校
生
徒
美
術
展

　
　
　
　
　
１
月
3
0
日
～
２
月
３
日

」
入
場
無
料
　
・
開
館
時
間
　
午
前

1
0
時
Ｉ
午
後
６
時
つ
入
館
は
５
時
3
0

分
ま
で
。
捧
行
事
最
終
日
は
、
閉
館

時
間
が
早
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

言圓⑤国⑩市
政
だ
よ
り

秘書課広報係

　　023－6 03 3

　
　
　
　
　
　
酋
2
1
局
1
1
1
1
番

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
毎
月
耀
変
更

保
健
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
酋
剥
‘
局
1
1
1
2
番

　
休
日
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知

ら
せ
、
健
康
一
ロ
メ
モ
（
成
人
病
予

防
に
つ
い
て
）
　
　
　
毎
月
曜
変
更

こ
ど
も
の
お
は
な
し

犬7
頭
の
糸
」

12
月

ａ
2
1
局
1
1
1
3
番

　
　
　
宮
地
町
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岡
崎
墓
園

　
日
曜
墓
地
相
談
日

や
す
ら
ぎ
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
豊
4
6
－
3
2
6
0

　
静
か
で
明
る
く
環
境
が
よ
い
岡
崎

墓
園
で
は
、
平
口
‥
に
墓
地
利
川
申
込

手
続
等
が
祁
合
の
悪
い
か
た
の
た
め

に
、
毎
月
１
回
日
咄
日
に
墓
地
相
談

日
を
開
設
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
墓
地
は
、
経
済
的
に
ご
利
用
で
き

る
２
型
墓
地
（
２
㎡
・
５
万
６
千
円
）

か
ら
、
大
型
で
４
基
ま
で
墳
墓
が
姓

立
で
き
る
８
型
墓
地
（
８
ｍ
・
2
2
万

４
千
円
）
ま
で
４
随
類
あ
り
ま
し
て
、

み
な
さ
ま
が
た
の
ご
利
川
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
日
時
　
1
2
月
2
3
ロ
（
日
）
午
前
８

時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
場
所
　
才
栗
町
　
や
す
ら
ぎ
公
園

｜

管
理
事
務
所
（
岡
崎
菜
園
人
口
）

　
そ
の
他
　
墓
地
利
用
の
手
続
を
さ

れ
る
か
た
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
菜
園
永
代
使
川
料
の
ご
納
入

は
、
後
日
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

　
墓
地
の
型
状
・
永
代
使
用
料
等

墓地区画

　型　　状

1･皿ブli ・ノ内面の■■!法 永代使用料
一区画内にmmできる

墳墓の基数間口 奥行

２型墓地 1．'帽iii 1.11)111 'iii.iin聞」 I　J｣り

４型墓地 1．り[tin I .7(illl I I'J.卜川川 :; 1,1.まて

６型墓地 I ．ilOiii'J-Tlini I卜.出l)円 ,り,',まて

８型纂地 ■^．hhiiビ.ﾘrmi L'lil.即I)円 4 皿まて

1?!　市外居住者>iび居住期間１年未満の市内居住者は

　l.5irfの永＼K.如＼料となりま十。

１
月
1
6
日
か
ら

岡
崎
公
園
遊
戯
施
設

が
廃
止
さ
れ
ま
す

緑
と
花
の
課
　
豊
2
3
1
6
3
3

　
長
年
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
し
た
岡
崎
公
園
遊
戯
施
設

が
、
昭
和
5
5
年
１
月
1
6
日
か
ら
廃
止

さ
れ
ま
す
。

　
こ
こ
に
長
い
間
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
厚
く
お
札
を

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
な
お
、
廃
止
後
の
遊
園
地
跡
地
は
、

無
料
の
児
童
遊
園
地
と
し
て
整
備
し

ま
す
。

　
ま
た
、
発
表
済
の
同
遊
園
地
利
用

回
数
券
は
、
現
在
整
備
計
画
中
の
南

公
圃
遊
戯
施
設
に
お
い
て
、
券
面
同

額
に
て
使
用
で
き
ま
す
。

　
町
名
・
字
名
・
地
番
の

　
変
更
（
昭
和
5
4
年
1
2

　
月
１
日
か
ら
施
行
）

　
岡
崎
宇
頭
南

　
　
　
土
地
区
画
整
理
事
業

開
発
指
導
課
換
地
補
償
係

　
　
　
　
　
容
2
3
－
6
2
８
1

　
こ
の
た
び
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
、
川
崎
宇
頭
南
土
地
区
画
整
理

事
業
の
換
地
処
分
か
完
了
し
ま
し
た
。

　
換
地
処
分
に
1
1
　
い
、
み
な
さ
ん
の

所
有
し
て
お
ら
れ
る
土
地
の
町
名
、

字
名
及
び
地
番
が
、
昭
和
5
4
年
１
Ｃ
Ｍ
月

１
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
変
更
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　宇

　　頭

　　町
　　字

　　戸

　　崎
－の

部

　　宇

　　頭

　　町
　　宇

　　釜

　　ノ
一ロ

部の

　　宇　宇　宇

　　頭　頭　頭

　　町　町　町
　　字　字　字

　　戸　的　釜
　　崎　場　ノ

一の－の一口

部　部　部の

変

更

前

　宇

釜頭

ノ町
口字

　宇

　頭
戸町

崎字

宇

頭

南
町

変

更

後

　
●

家
庭
教
育
相
談

－
・社

会
教
育
課
　
豊
2
3
－
6
４
３
３

　
お
も
な
相
談
指
導
内
容

▼
基
本
的
生
活
習
慣
の
し
つ
け
に
関

す
る
こ
と
（
食
事
、
睡
眠
．
く
せ
等
）

▼
社
会
性
の
発
達
、
性
格
の
形
成
に

関
す
る
こ
と
（
遊
び
、
友
達
、
反
抗
等
）

▼
情
操
、
知
能
の
発
達
に
関
す
る
こ

と
（
こ
と
ば
、
学
習
、
テ
レ
ビ
等
）

　
会
場
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館

　
開
設
日
　
１
月
1
0
日
、
1
7
日
、
2
4

日
、
3
1
日
（
毎
週
木
咄
日
）

　
相
談
員
　
市
社
会
教
育
指
導
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
俊
房
氏

　
申
込
方
法
　
電
話
2
3
－
6
4
3
3

へ
お
申
込
み
の
う
え
．
当
日
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
．

婦
人
の
悩
み
ご
と
は

　
婦
人
相
談
所
へ
／

婦
人
相
談
所

ａ
ｏ
５
２
－
６
9
1
1
2
７
８
９

９
１
－
7
0
0
0
で
す
。
相
談
時
間

は
、
月
～
金
曜
日
が
　
午
前
９
時
Ｉ
Ｊ

午
後
５
時
。
土
曜
口
が
、
午
前
９
時

～
正
午
。
日
曜
祝
日
年
末
年
始
は
休

み
で
す
。

　
★
而
接
に
よ
る
相
談
は
。
各
地
域

を
担
当
す
る
婦
人
相
談
貝
が
、
定
期

的
に
市
町
村
の
地
域
ま
で
巡
回
し
て

相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
気

軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
相
談
窓
口
は
、
西
三
河
駐
在
室
（
県

西
三
河
事
務
所
）
a
2
3
－
１
２
１
１
、

又
は
、
岡
崎
市
岫
祉
会
館
登
2
3
1
8

7
0
L
O
で
す
ｏ

　
な
お
、
複
雅
な
悩
み
を
持
っ
て
い

る
婦
人
で
、
家
へ
帰
れ
な
い
事
情
の

あ
る
方
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
短
期

間
、
一
時
収
容
保
護
を
行
う
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
、
秘
密
厳
守
、
無
料

で
す
。観

光
道
路
の

営
業
時
間
に
つ
い
て

　
愛
知
県
婦
人
相
談
所
で
は
、
婦
人
　
　
　
年
末
年
始
に
お
け
る
観
光
道
路
に

を
と
り
ま
く
家
庭
内
で
の
問
題
や
、
　
　
つ
い
て
は
、
通
常
の
時
間
の
ほ
か
、

隣
り
近
所
な
ど
の
対
人
関
係
、
又
は
　
次
の
と
お
り
特
別
営
業
を
行
い
ま
す

一
身
上
の
問
題
で
お
悩
み
の
婦
人
の
　
　
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
め
に
、
電
話
相
談
や
面
接
相
談
を
　
　
　
三
ヶ
根
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
（
豊
０

行
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
6
3
6
2
－
3
0
0
1
）
　
1
2
月

　
★
電
話
に
よ
る
相
談
は
、
婦
人
の
　
　
3
1
日
2
3
時
～
１
月
１
日
1
8
時

心
の
中
に
あ
る
ど
ん
な
悩
み
で
も
、
　
　
　
三
河
湾
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
（
豊
０
５

だ
れ
に
も
知
ら
れ
ず
、
ど
こ
か
ら
で
　
　
３
３
－
6
9
1
4
4
4
3
）
　
１
月

も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　
　
　
１
日
４
時
～
１
月
１
日
遠
望
峰
2
1
時
。

　
相
談
専
用
電
話
は
、
0
5
2
1
6
　
五
井
イ
ン
タ
ー
2
0
時



｜

相談内容　市保健婦による保健指導・血圧測定・倹尿・

　　　　　乳児相談、その他

日　程　表　　　　保m課健康管理係　豊23 －6084）

日 時　　　　間 場　　　所

14日叫
午前９時30分～11時30分 駒立町公民館

午後１時30分～3時30分 恵田町公民館

lS日吻
午前９時30分～11吽30分

岩津市民センター
午後１時30分～'^時30分

28目測
午前９時30分～n時30分 安戸町公民館

午後１時30分～３時30分 大柳町公民館

面会時間の変更

１月の

14 －

爾建だより

厚生経済部保健課

　　　豊23－6179

２種混合(ジフテリア・破傷風)

３種混合(百日せき・ジフテリア・破傷風)

　等の予防接種を実施します

骸当者
　｢冪1町3厠¬

保健課保健係　023－6180

　①　昭和52年４月２日から昭和52年12月31日までに

　　出生した幼児

　②　昭和52年４月１日以前に出生した幼児で、混合

　　予防接種を１回も接種していない幼児

｢Ik ｣鳶 2‾濁¬

　　　昭和52年４月１日以前に出生した幼児で、

　　期が１回又は２回接種し、３回が完了して1，

　　幼児

『爾T爾]

第1

ない

　　　　昭和51年６月30日以前に出生した幼児で、第1

　　　期が昭和53年12月31日以前に完了した幼児

料　金　無料

１月日程表

日 時　　　間 場　　　　所

7 日{月) 午後１時30分～o時30分 本宿学区公民館

８日㈹
午前10時　～11時30分 岩津市民センター

午後1時30分～3時30分 細　|||　小　学　校

3 日附
午前10時　～11時30分

母子老人保健センター
午後１時30分～3時30分

lO日困 午後l時30分q時30分 太　　陽　　の　　城

11日吻 午後１時30分～３時30分 男　川　小　学　校

14口凹
午前10時　～1'時30分

鴨　田　町　民　会　館
午後１時30分- 3時30分

]6日困 午後l吽30分～3時30分 福　　岡　　会　　館

17日俐
午前lO時　～11時30分

岡　　崎　　支　　所
午後1 時m分～3時30分

18日６
午前io時　～11時30分

矢作市民センター
午後i時30分～3時30分

22日図
午前1OII#　～11時30分

六ツ笑市民センター
午後１時30分～３時30分

23日團
午前10時　～11時30分 常　磐　小　学　校

午後１時30分～３時30分 労働　文　化　会　館

24日凩 午後１時30分~3時30分 東部市民センター

25日吻 午後I時30分～３時30分 城　北　公　会　堂

2B日㈲
午前10時　～11時30分

美　合　公　民　館
午後１時30分～3時30分

29日肉 午後i時30分3時30分 矢作市民センター

30 日團 午後i時30分- 3時30分 勤　　労　　会　　館

31日附
午Hi]10時　～11時30分

母子老人保健センター
午後1時30分～3時30分

当日は体温を測定し、母子健康手帳を持参してください。

　　　　　　　　　　　市立岡崎病院　容21－8 １１ １

　入院忠者の面会時間が昭和55年１月１日から下記のと

おり変吏いたします。

現　行 変　更

平　　日

午前 午前10時から
　　正午まで /

午後
午後3時から

午後８時まで
午後３時から
午後８時まで

　休診　日
仁回詣

午前
午前io時から

　　正午まで
午前lO時から

　　正午まで

午後
午
午

友3時から
友8時まで

午後３時から
午後８時まで

一年末年始の保健所業務－

(岡崎保健所 豊22－2501）

事　　　　項 受付最終日 受付開始日

鮭

康
相

談

一般健康相談 12月24日(月) １月７日剛

成人病相談 12月24日剛 １月７日㈲

妊産婦相談 12月20日困 １月10日田

精神衛生相談 12月21日圏 U月ll日(令

試

験

検

査

腸内糾菌検査 12月20日附

１月７日㈲

細菌学的一般検査 12月17日叩

結核菌検査 12月20日困

寄生虫検査 12月20 日田

梅　毒　検　査 12月20日(村

血色素量測定 12月20日困

血液型検査 12月21日吻

臨床学的検査 12月24EI{月)

飲料水検査 12月17日月)

排汚水検査 12月17日(月)

食品化学検査一般 12月17日㈲

その他 不用大引取 12月24日㈲ １月フ日く月）



15 昭和54年12月15日

場　所　母子老人保健センター

　　　　印頃新町　働く婦人会館隣り）

日　程　表　　　　（保健課健康管理係 023―6084）

種類 ロ　　　時 内　　　容

老人･成人

健康相談

　　22 H ㈹

午前m～n時30分

午後1時～２時30分

血圧測定検尿

保健指導

医師の検診(午後の詞

㈱お母さんと赤ちゃんの健康のためにぜひお受けくださ

　しゝ。

㈱1回目の教室は妊娠と気づいたらできるだけ早くお受

　けください。

持参するもの　母子健康手帳(なくても可)、筆記川↓t

受　講　料　無料　時間　午後１時

日　程　表　　　　(保健課健康管理係　023－6084)

回 日 場　　所 対象 内　　　　容

１

回

目

10日困 |岡櫛保健所
妊ま

娠で

７の

力か
月た

妊娠中の異常・栄養・曲の

衛生･妊娠中期の日粛生活･

心と体の準備と赤ちゃんの
衣類の選び方・映画17 a昶

青少年センター

太陽の城

２

回

目

17日固 岡崎保健所
妊以

娠降

８の

力か

月た

妊娠後期の日常生活・入院

の時期と心牌え・赤ちゃん

の観察と取り扱いおよび人

浴・母子保健制度24tl困 青少年センター
太陽の城

象
意
所
程

対
注
場
日

昭和51年12月生まれの子供

母子健康手帳持参、尿検査を実施します。

岡崎保健所（康生通西３の30　022－2501）

表

日 受付時間 学　区　別

８日

閃

午前９時～

　　　10時30分
矢作（束・西・南・北）

午後１峙～

　　　２叶3o分

羽根､岡崎､愛宕､岩津､常磐、

常磐南･東､細川、奥殿、恵円

22日
固

午前９時～

　　　10時30分

三島、六ッ美（北・中・南)

城南、竜美丘

午後１時～

　　　２時30分

根石、広幡、秦梨、山中．男

川、本宿、生平

29日

㈹

午前９時～

　　　10時30分

井田、美合、竜谷、藤川、緑

丘、梅園

午後1時～

　　　２時30分

大樹寺、六名、福岡、大門、

連尺

市政だより お　か　ざ　き

１　保健婦の育児相談を受けるかた

　〇受付時間　午前10時~ll時30分

　○内　　容　体重・身長測定、育児・栄養相談

２　医師の診察を行う対象者

　O 3 ～4 ヵ月の乳児および４ヵ月以後で初めて受診さ

　　れるかた

　Ｏ受付時間　午後１時~ 2時

　○内　　容　医師の診察、休重・身長洲定、育児・栄

　　　　　　　養相談

３　母子手帳・うすいバスタオルを必ずご持参ください

日　程　表　　　　（保健課健康管理係　豊23－6084)

日 場　　所 区　　　　　域

29日固
債少年センター太陽の城

　　{明大寺本町l
三島・城南・六名・限石学区

７日囲 ゛一殆靉斟タ一
(動く婦人会館隣り)

井|il■愛宕・梅|和学Ｘ

21日囲 大尉寺・大門学区．常磐地区

18日剛 岡崎保健所 連尺･男ll|･広幡学区，河合地区

30日附 南部公会堂 岡｣･脊・･mii学区

25日面 矢作市民センター 矢作地区

22日向 美合公民館 美合・竜谷・緑丘・mn学区

8 日幻 本宿町冨田病院 本宿・山中学区

lO日田 岩津市民センター 岩津・恵田・細川・奥殿学区

29 a幻 六ツ美市民センター 六･,笑地区

14日卯 岡崎市医師会館 竜美丘学区

/ 福　岡　会　館 福岡学区m数月のみ）

※皆様の各地区に婦人民生児童委員のかたがおられます。

　妊娠中・分娩・育児等でお困りのかたは気軽にご相談

　ください。

Ｏ受付時間

Ｏ内　　容

午後１時～2時

医師・歯科医師の診察、身体洲定、育児･

栄養相談

o持参するもの　母子健康手帳

日　程　表　　　　（保健課健康管理係　豊23－6084)

日 場　所 対象児 区　　峨

lO日閑
母子老人

保健センター
昭和53年7月生 駅遥

田・常磐・大
寺学区

9 日附

岡崎保健所

川崎■ m限・福川・限
石一辿尺単区

l(j日困 六名･三島■
yj』||･美合･

緑丘･桑梨･生平学区

23日團
屯笑斤.・広幡・城南・
晦園学区

17日俐
矢作市民

センター
矢作地区

n｢＼吻
六ツ美市民

センター

ii阿^nsa年fi n

　　　Ｓ　　£V.寸μfll5;i￥･7 月
六ツ美地区

24日附
岩津市民

センター

岩津・心m ・細Ill.奥
殿学区

－
ｉ
ｊ
ｊ

原
本

※
※ 則として、１人１回限り、指定会場以外では受けられません。

宿・山中・藤川・竜谷学区は２月に行います。

－ミ



休日緊愚当直医－

昭和54年12月15日

突発急患者のための

休日・伎間診療は急病の人のため　休「」・夜間の急病はまず「かかりつけの医者」へ

年末年始及び

１月中の
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中央病院

　(康生南)

022－7505

浅井医院

　1康生来｝

魯22－54137

牧野医院
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林病院
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き23－5221

艮坂記念病院
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S21-2032

共j'/:病院
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細片医院

　(福岡)

昔51－1325
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ａ幸田2-5411

岡崎市病院

順根）

051-5434
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酋51－2521

I誤な
吉村病院
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051－1895

)JII藤病院

　(明大寺)

021－3251

内FlI 病院

　(康'l-;南)

魯21－5171

長収爪院

　(X･作橋）

霖31－3170

II』川村病院

　(康生南)

a23－8161

神谷医院

　(明大寺)

き51-5037

いとう病院

　(明大寺)

酋51－2856

吉村病院

　(柱)

魯rii－i895

lヨ
みしま医院

　(康生南)

き21－1648

渡辺医院

ぐ福寿1)

Q23－8005

亀井,医院

　（伝馬l）

022－5110

長谷川医院

　(伊戮新)

023－1871

波辺医院

　(福寿い

魯23－8005

亀井医院

　（伝馬1)

魯22－5110

荻須医院

　（篭田)

021－0781

美今病院

　(笑合)

O51~2521

lΞ
島田病院

｛伝馬1)

B21－3387

山本病院

　（連尺l）

≫21－0359

中野医院

　（本町3)

022－0261

煕m医院

　(羽限)

052－0453

康生病院

　(康生南)

021－1340

島田病院

　（伝馬1)

O21－3387

岡田医院

　（六名）

053－8292

山本病院

　（辿尺i）

021－0359

lΞ
岡田医院

　(八幡い

き21－0134

小玉医院

　(羽似)

酋51－1279

佐野医院

　（門Bin)

き21 －4909

巾部医院

(羽根)

051－5334

伊藤医院

　（亀井1)

021－3313

岡田医院

　（八幡l）

021-0134

小玉医院

　(羽似)

さ51-1279

佐野医院

　（門前i)

魯21－4909

ｌ歯科医師会館　（六供町三本松18の１　六供浄水場西約100m)
021―0501

昌器轜ほ二混

へ救急医療情報のご利用は吟

火事のない
　明るいお正月を

【四回匪翌翌

　
例
年
、
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
は
、
忘
年
会
、
ク
リ
ス

マ
ス
、
正
月
ｉ
と
飲
酒
や
外
出
の
機
会
が
増
え
、
火
に
対

す
る
注
憲
が
、
や
や
も
す
る
と
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
加
え
て
、
こ
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
暖
房
器
八
ハ
な

ど
の
火
気
使
用
が
グ
ン
と
増
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
内
全
域
に

わ
た
り
消
防
団
が
、
警
備
詰
所
ご
と
に
歳
末
特
別
警
戒
を
実

施
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
、
火
の
用
心
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
火
災
の

発
生
防
止
と
初
期
消
火
、
安
全
避
難
に
万
全
を
期
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
火
事
に
な
っ
た
ら
、
局
番
な
し
1
1
9
番
で
、
町
名
、

目
標
な
ど
を
は
っ
き
り
確
実
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　
期
間
　
1
2
月
2
8
日
か
ら
3
0
日
ま
で
、
毎
日
午
後
９
時
か
ら

行
い
ま
す
。

　
サ
イ
レ
ン
・
警
鐘
の
吹
打
鳴

　
歳
末
防
火
の
呼
び
か
け
の
た
め
、
午
後
９
時
に
サ
イ
レ
ン

　
（
長
一
声
3
0
秒
間
）
及
び
警
鐘
（
一
点
打
１
分
間
）
の
吹
打

鳴
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
こ
れ
く
ら
い
と
思
う
油
断
を
火
が
狙
う
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